





























































ことを述べた［北田 2015, pp. 48-53］。私は西暦 2015 年 12 月 21
日～2016 年 1 月 2 日の期間カトマンドゥ市に滞在中、ファルピン
を訪問した。本稿はそれについての報告である。 




西暦 2015 年のクリスマス 12 月 25 日は丁度ヨモリ・プルニマ
（“ヨモリ餅の満月”）というネワール族の伝統行事、ネパール暦
（ビクラム暦）2072 年ポウシュ月 10 日 (gate) に重なっていた。
ヨモリ 3 (Nw. yaḥ mari) というのは米粉で作った饅頭で、日本の
かしわ餅に似ているが、いくらか歯ごたえがある。餡は黒ゴマと
糖蜜の餡 (Nw. cāku) で、ほろ苦さと甘みのバランスがちょうど
いい。この他、マーシャ豆のペーストにニンニクで風味づけをし
                                                   
1 『地球の歩き方ネパール』2013~14 年版 (p. 114) の記述による。 






































12 月 25 日（ビクラム暦 2072 年ポウシュ月 10 日） 
カルティク・ナーチの伝承者ビシュヌ 5・バラミ氏  (Viṣṇu 
                                                   
4 “tyo sin tyo bak sin tyo” という、ヨモリ・プルニマの時にうたう
歌がある。子供たちがこれを歌いながら家々を回り、ヨモリをも
らうのだという。 








はチュン・デビ (Cuṃ devī) という村の女神 6を神輿に乗せて行
進する祭りがおこなわれており、その切り盛りで忙しいのだとい














                                                                                                                   
される。 
















































11 前号では dhuā-bhāṣā と書いていたが、これは私が聴き取った際
の誤りで、dohā-bhāṣā が正しい。  
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 シヴァ大神 (mahā-dev) の踊り： Gaurī-rāg 15 
Mālavā, Padmā, Śūnya-rāg 16   
王の登場： Kauśī   
狩人の登場： Paharī 17 
Asambha-rāg 18  
王が狩猟に出かける：Mālaśrī  
神の踊り (dyaḥ lā nāc)： 1. Kauśī  2. Mālaśrī  
アシュヴァパティ王の登場： 1. Kauśī  2. Nhyāḥ-rāg 19  
バラモンの登場： Naṭa-rāg  
悪鬼 (kavaṃ) 登場： Rāg Pramajali 20  
Syāka 21 登場： Rāg Khyāḥ  
王が舞う場面： Rāg Biyāṃcali 22  
                                                                                                                   
各ラーガ名に付けられた脚注を参照されたい。 
15 これらのラーガ名のうちの幾つかには、Gaurī-rāg のように後ろ
に rāg が付き、幾つかには Rāg Pramajali のように前に Rāg がつ





16 Skt. śūnya は「空、空虚」を意味する。インド古典音楽のラー
ガ名称には存在しない。おそらくシヴァ神の性格にちなんで名づ
けられたのであろう。 






19 Nw. nhyāḥ とは「太鼓の速い連打」の意味。 
20 北インド古典音楽のラーガ名称 Paṭaman͂jali に同じもの。 
21 登場人物の一人らしいが不詳。演奏されるラーガの名は、おそ































                                                   
23 おそらく Skt. virāga「愛染を捨てること、諦めること」「離欲」
に由来する名。 





































































he mahā puruṣ ho suni lījie. kahāṃ ho āp kī janam bhūmi. Kaune ho 











32 Nw. nhyāḥ は「太鼓を速く叩くこと」だという。[Kölver 1994, 
p.198]  
33 ‘nhyāḥ nacāune’ 「太鼓の連打に合わせて踊る」 
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He mahāśaya ho, suni lījie, kahāṃ ho āp kī janambhūmi, kavane ho 




He mahā sundarī ho suna, udayapura nagara meṃ janambhūmi, 
ṛtudhvaj hamāre nām, rāj putra hamāre jātai vaṃśī. Śikār khelana 
                                                   









He mahā sundarī ho suna, kahāṃ ho tumhārī janam bhūmi, kaune ho 





He rāja kumār sāheb ho suna lījie. Gandharva lok meṃ janam bhūmi, 
viśvāvasu gandharva ke putrī hama hoi. Gandharva kanyā jātai 
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